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研究成果の概要：本研究は、日米の性暴力への取り組みを、とくに暴力主体である男性に焦点

をあて、調査、分析するものであった。「男性性」のあり方を理論的に検討したあとで、アメリ

カで行われている男性への暴力への取り組みを調査することによって、男性を暴力の「主体」

としないためにどのようなプログラムが有効であり、何が必要とされているのかを考察した。

とくに暴力の「予防」プログラムについての具体的な知見が得られたことは、重要な成果であ

った。 

 
 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

平成 17年度 1,400,000 0 1,400,000 

18年度 800,000 0 800,000 

20年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

年度    

  年度    

総 計 3,500,000 390,000 3,890,000 

 
 

 

研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：ジェンダー 

キーワード：(1)ジェンダー (2) マスキュリニティ  (3)ドメスティック・ヴァイオレンス 

  (4) 性暴力       

 
 
１．研究開始当初の背景 

本研究は、日米の性暴力への取り組みを、

特に暴力主体である男性に焦点をあてて、調

査、分析するものであった。日本でも性暴力

に対する取り組みは行われていたが、暴力主

体である男性に対する取り組みは十分である

とはいえない。かつてアメリカの取り組みを

プレ調査して判明したことは、 

（1）キャンパス内での性暴力への取り組み体

制が、予防措置を視野に入れてたてられてい

ること、 

（2）またメンズリブ運動が積極的に行われて

おり、男性解放運動としてだけではなく、女

性解放運動とも連携し、「夜を取り戻せ」キ

ャンペーンなどを共同して行っていること、 

（3）さらにレイプなど性暴力を振るわない男
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性になるための実践的なプログラムが、「Me

n can stop rape」などの団体によって、きち

んと組まれていること、 

（4）それらの実践的なプログラムは、伝達可

能な知識として整備されており、同様の団体

のリーダーを育てる研修などが行われている

こと、 

（5）これらジェンダーの取り組みに関するさ

まざまなNPOが存在することによって、ジェン

ダーについて学習した修士等の学位取得者が

ジェンダー関連の職を得ることを可能にして

おり、アカデミズムの知が社会に還元される

契機を作っていること、 

（6）男性性に関する研究が精力的になされて

いること、であった。これらアメリカでの取

り組みを調査し、また日本の状況と比較する

ことによって、日本でも暴力主体である男性

に関する実践的プログラムの作成や、学位取

得者のNPOへの雇用創出などに貢献できるの

ではないかと考えた。 

 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、日米の性暴力に対する取

り組みを、とくに暴力主体である男性に焦点

をあて調査し、明らかにすることによって、

性暴力に関する心理的・社会的メカニズムを

分析し、日本の実情にあった実践的なプログ

ラムを作成することであった。また、欧米の

マスキュリニティ研究を女性との関係におい

て研究・理解することによって、日本におけ

る男性問題研究の進展を図ることができると

考えられた。 

 その際に、性暴力を、暴力を振るわれる被
害者としての女性だけではなく、暴力を振る
う主体である男性に焦点をあて、調査・分析
することを心がけた。とくにこれらの取り組
みに先んじているアメリカの調査を行うこ
とによって、日米の比較研究、さらには日本
においても実践的なプログラムの提示、また
新しい男性性研究の可能性を拓くという結
果・意義が期待でき、これらは男女参画社会
を推進するという意義もあると考えられた
からである。 
  
 

３．研究の方法 

（1）理論的研究の基礎固めを行う。とくに

男性性についての英語文献を読み込む 

（2）また暴力、とくに性暴力についての一

般的な文献を読み込み、基礎的な理論的作業

を行った。 

（3）日本の男性運動についての基礎的なヒ

アリングを行った。 

（4）アメリカのニューヨークのキャンパス

や NPO で行われている男性運動に関するヒア

リングを行った。 

 
 
４．研究成果 
(1)研究の主な成果 

本研究の目的は、日米の性暴力に対する取
り組みを、とくに暴力主体である男性に焦点
をあて調査し、明らかにすることによって、
性暴力に関する心理的・社会的メカニズムを
分析し、日本の実情にあった実践的なプログ
ラムを作成することであった。また、欧米の
マスキュリニティ研究を女性との関係にお
いて研究・理解することによって、日本にお
ける男性問題研究の進展を図ることであっ
た。 

この目的のため、平成 17 年度は、「世界女
性会議 2005」に参加し、各国でどのような取
り組みが行なわれているのか状況を調査し、
また男性性と暴力をめぐる関係について理
論的視野を深めることにした。またニューヨ
ークのコロンビア大学における取り組みに
ついてインタビューをし、アメリカにおける
性暴力についての取り組みについて、調査を
した。 

性暴力主体である男性のアイデンティテ
ィとポジションについて理論的考察を深め
るために、1990 年代におけるジェンダーの問
題の複合性をめぐって、「アイデンティティ
とポジショナリティ」についての理論的検討
を行なった。構造のなかで占めるポジショナ
リティと、本人にとっての自己同一性である
アイデンティティがどのように連関してい
るのか、理論的に検討したのである。また男
性性の葛藤のなかで引き裂かれた悲劇的な
ケースとして、ジョン・マネーのジェンダー
の可変性の実験として有名な双子の実験に
ついて検討し、「ブレンダの悲劇が教えるも
の」にまとめた。 

平成 18 年度は、欧米のマスキュリニティ
研究を女性との関係において研究・理解する
ことによって、日本における男性問題研究の
進展を図るため、アメリカ社会学会に参加し、
アメリカにおいてどのような取り組みが行
なわれているのか実践的なケースについて
学び、また女性や男性と暴力をめぐる関係に
ついて、理論的なレビューを知ることによっ
て、知見を深めることにした。またニューヨ
ークの NPO 団体「デイワン」の取り組みにつ
いてインタビューをおこない、アメリカにお
ける性暴力についての取り組みについて、調
査をした。 

また、日本におけるジェンダー論の取り組
みについて、近代家族のありかたと関連付け
て理論的に考察するため、家族社会学の分野
においてのジェンダー論の現在について考



 

 

察し、「家族社会学の現在」という論文にま
とめた。セックス・ジェンダー・セクシュア
リティの近代的な配置が、いかに近代家族と
いう装置に収斂していくのかを検討するこ
とによって、近代の男性のおかれている主体
的位置について、理論的に検討したものであ
る。 
 平成 20 年度は、ボストンでのアメリカ社
会学会に参加し、アメリカにおける性暴力の
実態（とくにホームレス女性に関してなど貧
困との関連を含む）、性暴力への取り組み、
セクシュアリティ、ジェンダー理論について
の理解を深めた。 

20 年度の成果、「アメリカ社会の中での男
性と女性」では、アメリカ社会において、女
性や男性のジェンダーがどのように形成さ
れているのか、前年度までの取り組みをもと
にして、日米の比較を行ったものである。そ
の際、とくに男性にかかる「男らしさ」のプ
レッシャーに焦点を当てて、ジェンダーを分
析した。 
「1985 年のジェンダー：フェミニズム・ネオ
リベラリズム・ニューアカデミズム」では、
現在の日本のジェンダーの新しい体制の分
岐点を 1985 年に求め、理論的・歴史的に考
察した。男性が世帯主となって家族を支える
という家族体制を支持しながらも崩してい
くトレンドが起こったのが 1985 年であり、
現在は非正規雇用化の流れのなかで、ジェン
ダーは再編成されていることを明らかにし
た。 

また、武蔵野市男女共同参画推進市民会議
に参加し、暴力への取り組みと女性の健康の
ワーキンググループにおいて、これら調査の
結果を踏まえ、『武蔵野市男女共同参画推進
市民会議報告書』をまとめた。   
 
（2）得られた成果の国内外における位置づ
けとインパクト 
 性暴力予防プログラムがどのようにアメ
リカでは組まれているのかを調査したうえ
で、日本の文脈で「男性性」研究を行ったこ
とが、得られた成果である。とくに、新自由
主義の流れのなか、「世帯主」となることの
できない、「強い」主体であることが揺らい
でいる現状のなかで、「男性性」がどのよう
な意味を持つのか、そこでの「暴力」とはど
のようなものなのか、広く社会学的な見地 
から再構成したことが、本研究の成果である。 
 また、行政の男女共同参画市民会議などに
参加することによって、調査によって得られ
た知見を具体的、直接的に還元する機会を持
った。 
 
（3）今後の展望 
 アメリカの NPO の活動プログラムが、大学
キャンパス（とくに社交クラブによる集団性

暴力など）に焦点を当てるだけではなく、中
等教育における予防プログラムに力を入れ
ている方法が、参考になった。とくに、ピア
グループのプレッシャーに着目し、性暴力を
ふるう主体になることが、いかに「格好悪い」
ことなのか、啓蒙によってではなく、自分た
ちが実感することを目的としたプログラム
が組まれていることが、重要であると思われ
た。NPO 組織のありかたは、日本に較べれば
かなり余裕はあるものの、やはり資金に乏し
く、限られた人的資源を使いながら、フル回
転しているようであった。 

これらの調査で判明したことを、今後はと
くにドメスティックバイオレンス（以下 DV
と略す）のなかでも、とくに結婚前の（主と
して）男女間で生起する「デート DV」に焦点
をあてて、研究をつなげていきたいと考えて
いる。とくに「デート DV」の量的・質的な調
査を実際に行い、多角的に検討することで、
研究を積み重ねていきたい。 

日本では、2001 年の「配偶者からの暴力の
防止及び被害者の保護に関する法律（いわゆ
る DV 防止法）」の制定を受け、DV の理解は急
速に深まったが、未婚者間の暴力は DV 定義
から取りこぼされてきた。近年はデート DV
に関する啓蒙や実践が行われはじめている
が、まだまだ不十分である。 

したがって、これらの先行研究や実践の意
義をじゅうぶん認めたうえで、「デート DV」
を暴力として認識することを阻むものを理
論的にも検討していきたいと考えている。暴
力に関する認識がどのように構築され、男性
性がどのように暴力によって構築されてい
るのか、デート DV を成立させるものは何か
といった基礎的な問いを理論的・実証的に読
み解き、最終的にはデート DV の理解を深め
させ、デート DV の根絶に役立つ形で社会に
還元することをめざし、より研究を発展させ
ていきたい。 
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研究成果の概要：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
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交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００４年度 10,000,000 3,000,000 13,000,000 

２００５年度 10,000,000 3,000,000 13,000,000 

２００６年度 10,000,000 3,000,000 13,000,000 

２００７年度 10,000,000 3,000,000 13,000,000 

  年度    

総 計 40,000,000 12,000,000 52,000,000 

 
 

研究分野： 

科研費の分科・細目： 

キーワード： 

 
１．研究開始当初の背景 
(1) ○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
 

 

 

 

 

 

(2) ○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
 

 

２．研究の目的 
(1) ○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
 
 
 
 
 
(2) ○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
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３．研究の方法 
(1) ○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
 
 
 
 
(2) ○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
 

 
 
 
４．研究成果 
(1) ○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

(2) ○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
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５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 

〔雑誌論文〕（計１０件） 
① 学振太郎、半蔵門一郎、学振花子、論文

名、掲載誌名、巻、最初と最後の頁、発
表年（西暦）、査読の有無 

② 学振太郎、論文名、掲載誌名、巻、最初
と最後の頁、発表年（西暦）、査読の有
無 

③ 学振花子、論文名、掲載誌名、巻、最初
と最後の頁、発表年（西暦）、査読の有
無 

 
〔学会発表〕（計５件） 
 
① 
 
② 
 
③ 
 
〔図書〕（計２件） 
 
① 
 
② 
 
 



 

 

〔産業財産権〕 
○出願状況（計□件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
出願年月日： 
国内外の別： 
 
 
○取得状況（計◇件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
取得年月日： 
国内外の別： 
 
 
〔その他〕 
ホームページ等 
http://○○○○○○○○○○○○○○○○ 
 
 
６．研究組織 
(1)研究代表者 

 学振 太郎（GAKUSHIN TARO） 

○○大学・大学院理工学研究科・教授 

 研究者番号： 

(2)研究分担者 

 学振 花子（GAKUSHIN HANAKO） 

○○大学・大学院理工学研究科・教授 

 研究者番号： 

学振 次郎（GAKUSHIN JIRO） 

○○大学・大学院理工学研究科・教授 

 研究者番号： 

学振 三郎（GAKUSHIN SABURO） 

○○大学・大学院理工学研究科・教授 

 研究者番号： 

 

(3)連携研究者 

学振 四郎（GAKUSHIN SHIRO） 

○○大学・大学院理工学研究科・教授 

 研究者番号： 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


